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【目的】4-Hydroxybenzoicacid(4-HBA)はサリチル酸と類似構造を有する化

合物で､近年ヒドロキシラジカルの トラップ剤として利用されている｡4-HBAはヒ

ドロキシラジカルによる水酸化反応 によって 3,4-Dlhydroxybenzolcacid

(3,4-DHBA)を生成する｡今回我々は摘出ウサギ動脈および培養内皮細胞を用い

て様々なアゴニストの作用や､高浸透圧下でのヒドロキシラジカルの発生作用に

ついて検討した｡さらにNO遊離作用､ATP遊離作用についても検討した｡

【方法】ウサギ (日本白色種､雄性､約 2kg)から大動脈および耳動脈を摘出

した｡また､大動脈と耳動脈から外植片法により血管内皮細胞を培養した｡血管

標本や培養細胞は､Krebs液で洗浄後､30〃Mの4-日BAを添加したKrebs液中で､

各薬物を30分間作用させた｡その後 Krebs液を採取しKrebs液中の 3,4-DHBAは

HPLC一電気化学検出器で測定した｡またNOはGiese法を応用したHPLC法で､ATP

はHPLC-蛍光検出器で測定した｡

【結果】ノルエピネフリン (NE)とクロニジンによりヒドロキシラジカルは有

意に増加した｡一方 ATPおよびアンギオテンシンⅡによっては何ら影響がなかっ

た｡高張液中 (sucrose73.6mM,366mosmol/L)では､ヒドロキシラジカルの自

発放出量が有意に増加した｡培養内皮細胞において､NEにより時間依存的にヒド

ロキシラジカルの発生量が増加した｡さらにヒドロキシラジカルの発生量と､NO

およびATP遊離量との間に正相関がみられた｡

【考察】以上の結果から､ヒドロキシラジカルは血管内皮細胞におけるNOやATP

遊離と同様に血管内皮から発生する可能性があり､高血糖による血管機能障害と

関係性が示唆された｡


